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３． 災害時における EMの活用法 
災害時のＥＭ活用法は、とにかく撒くことです。トイレの悪臭や生ゴミなどの腐敗など

を察知し、ストレスを感じる部分にはとことん散布することが肝要です。 
 
被災地で問題になること 
・ 衛生問題 
・ 水問題 
 
 
ＥＭによる衛生対策 
○ 腐乱臭抑制 
被災地では冷蔵庫内のものが腐ったりすることで、悪臭を発していることがよくありま

す。このような場所は病原菌の汚染が進行するため、免疫力が低下している被災者にと

って、放置することはきわめて危険といえます。したがって、ＥＭを散布することは、

悪臭の抑制だけでなく、衛生問題の原因となっている病原菌の抑制効果もあります。 
 

○ トイレ等の悪臭対策 
仮設トイレなどは住環境に密着した形で設置されており、そこから発生する悪臭は多大

なストレスになります。この様な場合もＥＭボカシなどにより、悪臭対策をおこなうと、

被災者のストレスを大幅に軽減することに繋がります。 
 
○ 飲料水以外の水処理 
災害時は上水などが利用できないため、病原菌などが含まれる水も活用されます。その

様な水を使用する場合、ＥＭを 1000 倍になるように加えＥＭセラミックスを容器に入
れて活性処理を行うことで、病原菌の抑制に繋がります。 

 
○ ＥＭ無浴法 

10～100倍程度に希釈したＥＭを布に染み込ませ全身を拭くことで、体表面に付着して
いる常在菌をＥＭ化するため、感染症や風邪にかかりにくくなります。また、各種有効

成分が体内に吸収されることで新陳代謝を促進し、老廃物を体外に排出する働きが活性

化されます。老廃物は悪臭などの原因になりますが、ＥＭが消化するため問題にはなり

ません。この方法は安全で著しい効果があります。 
 
 
 



ＥＭによる水対策 
 災害時の飲み水の問題は深刻な問題と

言えます。ライフラインは断裂している

ため、上水の利用が出来ず、飲料として

使用できるのは、給水によるものでしか

ありません。しかしながら、私達は炊事

に使用する水以外にも、多くの水を使っ

ています。右図にありますように、家庭

で使用する上水は飲料用以外の水の方が

多いのです。災害時はこれらの飲料水以

外の水をいかに有効活用するかがポイン

トとなります。 
 
○ 洗濯 
洗濯に使用する水について考えて見ますと、22％と非常に多いことが分かります。洗濯
水は洗濯機で行う場合、一度しか使用できませんし、洗剤を使った場合は再利用もまま

なりません。そこで、ＥＭによる洗濯を行います。家庭で作成した米のとぎ汁ＥＭ発酵

液を 500～1000倍程度に希釈した水に、汚れた服を一晩漬け置きすることで、汚れ落ち
が良くなります。後は簡単にすすいで干すだけです。また、その水の上澄水は再度洗濯

に利用することができます。 
 
○ トイレ 
災害時は仮設トイレや家庭内のトイレにおいて悪臭が問題となります。それらの原因は

流せないことにあります。このような場合、仮設トイレであれば、ＥＭボカシもしくは

ＥＭ活性液などを配備し、使用後にまいてもらうことで悪臭対策と分解促進に繋がりま

す。また、流す回数を少なく出来るため、節水に繋が

ります。 
 
○ 風呂 
風呂の代替法としましては前記衛生対策をご参照下   
さい。災害時にはお風呂に入ることは困難なため、消  
費する水はないと言えますが、ＥＭ無浴法をおすすめ  
します。 

 
 水対策についての結論 
EM を活用することで、炊事に必要とされる生活用水
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図 本当に必要な生活用水（ＥＭ活用時） 
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図 家庭における水道水利用の内訳 



以外をほとんど再利用できるため、災害時に配給される水は主として飲料水として使用す

ることができるようになります。 
 
 
災害時の EM培養方法 
 災害時は水道水や井戸水はあまり使用できませんので、ＥＭを培養する場合は、煮沸し

た河川水や海水をそのまま利用して EM を培養すると良いでしょう。海水などを利用する

ことで、大量の培養が可能になります。 
 
 
これまでの災害における EMの使われ方 
 近年、災害を取りざたされることが多くなってきました。特に最近では、東海大地震や

南部大地震を警戒する声が多くなってきています。そこで、これまでの災害に活用された

EMの実績についてご紹介します。 
 
○ 阪神大震災の例 
 EM を普段から使用しているボランティアの方々が、当時悪臭を放っていた仮設トイレ
に EM１や EM ボカシを置き、それらを散布することで、悪臭対策に繋がった。（エコ

ピュア参照）また、ごみの悪臭対策にも使われています。 
 
○ 台湾大地震の例 
  被災地で EMを製造し、EMを供給。トイレや倒壊した畜舎などに散布し、悪臭対策を
行った。（別添資料参照） 

 
 
災害時のＥＭ活用の教訓 
 災害時は幹線の不通や水問題など、あらゆる状況がＥＭ供給ならびに培養に対して制限

因子となります。また、災害時の混乱の中では、ＥＭ活用が被災者の方々に良いからと言

って押し付けるのでは、疲弊しきった精神を混乱させることにもなりかねません。 
災害対策としてＥＭを活用していくためにはどうしたらいいのでしょうか？ 
私たちの生活の中でＥＭというものが、必要不可欠なものとなることが重要なのです。手

を伸ばす先にＥＭがあり、あらゆる行動に対してＥＭを活用し続けることで、ＥＭが日常

化すれば、災害時にも必需の品となることは間違いないものといえます。 
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４． おわりに 

近年、災害に対する考え方が見直され、防災活動が盛んになってきましたが、

どうしても第三者的に捉えてしまいがちになります。なぜなら、災害と言う現

象自体が私たちにとって非日常であるためです。しかし、災害はいつ起こるか

わかりません。気づいたときには既に遅いのです。災害対策は事前に行わなけ

ればなりません。 

私達は、防災意識を日常の生活レベルまで昇華させるとともに、日常において

も、災害時においても、普段からＥＭに合わせた生活をすることが防災活動の

一環であることを忘れてはなりません。 
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㈱ＥＭ研究機構 〒901-2311 沖縄県中頭郡北中城村字喜舎場 1478 番地 

Tel 098-935-0202 FAX 098-935-0205 

URL http://www.emro.co.jp 
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